
2021 年度 『分子生物学』 第 14週（最終週）アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 
（11）オンラインで学生の質問や意見を出してもらう方法について： 
＊ 「小テストの問題や教科書等の章末問題について・・・論理的に解説できるかを何らかの
方法で試し，その解説について学生同士で閲覧し合うといった方法で，何か間違いがあれ

ばお互いに学びになり，もっと分かりやすい説明の仕方を模索できて，交流の機会になる

のではないか」という建設的な意見をいただきました。いいですね。次年度，そういうこ

とができないか考えてみます。 



＊ 「復習をしながら・・・知りたいことが新たに生じることがあったんですが，今週のディ
スカッション部分には書けなかった質問が多かったです」という声もありました。そうい

う自由な質問が出せる場所も作れたたら…と思います。あんまりたくさん出てくると，他

のみんなにとって情報量が多すぎてフォローしきれなくなるかも知れません。でも試して

みようかな…と思います。 
＊ 全体としては質問をしたりディスカッションをしたりの活動は好評だったようです。「気
楽に質問しやすい環境だった」とか「気恥ずかしさやハードルが無くなったと感じた」と

いうコメントがたくさんあってうれしかったです。 
 

（12）授業の感想やアドバイスについて： 
＊ ここでも，傾向としては受講生どうしでのディスカッションが好評だったことが伺われま
した。「いろんな資料を探しました。その過程で新たな概念を詳しく知り，知識が増えて

いくように感じました」というコメントがありました。これはシラバスで表明した授業の

目的に適った反応で，とてもうれしいです。 
＊ PowerPointスライドの説明を短くという意見がいくつかありました。次年度以降，改訂
をするときには言葉を厳選して簡潔な説明を目指そうと思います。 

 
（最後に） みなさん，たくさんの建設的な意見を，ありがとうございました。 

 


